
令和５年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

問題別調査結果　［数学］
江戸川区立清新第二中学校－生徒

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

※ただし、４月１８日に調査を実施していない学校については、４月１９日以降４月２８日までに実施した調査の結果を集計した値とする。
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１ １(１)
ア（ア） ○ ○ 40.4 46.9 46.1 0.0 0.1 0.1

２ ２(１)
ア（ア） ○ ○ 78.7 85.3 80.5 5.3 2.9 4.0

３ １(２)
ア（ア） ○ ○ 39.4 37.1 30.4 1.1 0.9 0.8

４ １(１)
ア（イ） ○ ○ 37.2 44.2 42.8 0.0 0.7 0.5

５ １(１)
ア（ア） ○ ○ 48.9 46.5 46.1 11.7 10.5 11.0

６（１） １(１)
ア（ウ） ○ ○ 87.2 89.9 88.9 2.1 2.0 2.4

６（２） ２(１)
イ（イ） ○ ○ 55.3 63.2 58.8 10.6 8.7 10.6

６（３） ２(１)
イ（イ） ○ ○ 51.1 44.7 40.9 27.7 21.9 24.7

７（１） ２(１)
ア（ア） ○ ○ 69.1 68.2 65.7 5.3 5.1 5.6

７（２） ２(１)
イ（ア） ○ ○ 48.9 36.5 33.6 18.1 19.9 22.8

８（１）
２(１)
ア（ア）
イ（ア）

○ ○ 57.4 62.3 57.5 7.4 8.2 8.6

８（２） ２(１)
ア（イ） ○ ○ 66.0 65.8 61.7 1.1 1.3 1.1

８（３） ２(１)
イ（イ） ○ ○ 41.5 44.9 42.8 13.8 12.7 13.2

９（１） ２(１)
イ（ア） ○ ○ 34.0 39.9 32.1 28.7 20.0 24.7

９（２）
２(２)
ア（イ）
イ（ア）

○ ○ 31.9 40.5 37.0 16.0 13.7 14.2

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

貴校 東京都（公立） 全国（公立）

46.2 45.8

55.6 58.7

評価の観点

自然数の意味を理解しているかどうかをみる

数と整式の乗法の計算ができるかどうかをみ
る

空間における平面が同一直線上にない３点で
決定されることを理解しているかどうかをみ
る

反比例の意味を理解しているかどうかをみる

問題形式

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

東京都（公立） 全国（公立）

71,470 893,114

　全体 52 54 51.0

学習指導要領の領域

62.6 66.0 63.0

35.1 39.2 33.2

50.5 54.3

二等辺三角形でない２つの合同な三角形のときに平行線がか
けないことについて、二等辺三角形のときの証明の中から成
り立たなくなる式を書く

対象生徒数

条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなっ
た理由を、証明を振り返って読み取ることが
できるかどうかをみる

江戸川区立清新第二中学校

問題番号

94

分類 区分

51.2

55.7 50.4 48.5

ｙがｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値とそれに対
応するｙの値について、正しい記述を選ぶ

41.6

62.2 65.5 62.6

46.2 45.8 41.6

45.7

ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証
明することができるかどうかをみる

二人の選手のグラフが直線で表されていることの前提となっ
ている事柄を選ぶ

はじめの数にかける数が２、たす数が６ならば、計算結果は
いつでも３の倍数になることの説明を完成する

はじめの数にかける数がいくつ、たす数がいくつであれば、
計算結果はいつでも４の倍数になるかを説明する

１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める

与えられた表やグラフから、必要な情報を適
切に読み取ることができるかどうかをみる

晴天大学が駅前を通過した時間と新緑大学が駅前を通過した
時間の差について、グラフのどの２点のｘ座標の差として表
れるかを書く

２つの直線ＢＣと直線ＡＥが平行であることを、三角形の合
同を基にして、同位角又は錯角が等しいことを示すことで証
明する

グラフや式を用いて、新緑大学の選手が晴天大学の選手に追
いつくのが、６区のスタート地点からおよそ何ｍの地点にな
るかを求める方法を説明する

「２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９９１年～２００５年
の黄葉日より遅くなっている傾向にある」と主張することができ
る理由を、箱ひげ図の箱に着目して説明する

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して
捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説
明することができるかどうかをみる

事象を理想化・単純化することで表された直
線のグラフを、事象に即して解釈することが
できるかどうかをみる

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数
学的に説明することができるかどうかをみる

目的に応じて式を変形したり、その意味を読
み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明
することができるかどうかをみる

結論が成り立つための前提を、問題解決の過
程や結果を振り返って考え、成り立つ事柄を
見いだし、説明することができるかどうかを
みる

四分位範囲の意味を理解しているかどうかを
みる

はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける数が２、たす
数が３のときの計算結果を求める

評価の観点

累積度数の意味を理解しているかどうかをみ
る

問題場面における考察の対象を明確に捉える
ことができるかどうかをみる

問題形式

出題の趣旨

学習指導要領の領域

女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から２９．００秒以
上３０．００秒未満の階級までの累積度数を求める

55.7

問題の概要

－５、０、３、４．７、９の中から自然数を全て選ぶ

空間における平面が１つに決まる場合について、正しい記述
を選ぶ

１２（ｘ／４＋ｙ／６）を計算する

無解答率(％)

45.3

正答率(％)

48.5
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